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▲蘭曳を入れた木箱のふたに
　ある墨書

年
号
の
記
載
を
欠
く
『
家
数
渡
世
控
』

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記

録
に
は
、
材
木
渡
世
、
木
挽
き
が
多

い
の
で
、
木
場
の
あ
っ
た
二
ノ
町
か

二
ノ
町
を
含
め
た
隣
接
町
内
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
内
に
は
、

材
木
渡
世
、
木
挽
き
、
大
工
、
仕
立
屋
、

建
具
屋
、
呉
服
渡
世
、
煙
草
切
、
医
師
、

そ
し
て
陶
磁
器
を
扱
う
瀬
戸
物
屋
な

ど
実
に
六
四
種
の
職
業
に
従
事
し
た

人
々
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
瀬
戸

物
屋
は
二
軒
あ
り
ま
し
た
。

　

八
十
里
越

三
条
か
ら
只
見
方
面
に
は
、
商
品

を
積
み
五
十
嵐
川
を
遡
上
し
て
下
田

郷
（
旧
南
蒲
原
郡
下
田
村
・
現
三
条

市
）
で
荷
揚
げ
を
し
、
背
負
い
な
ど

で
八
十
里
越
を
通
っ
て
運
び
ま
し
た
。

只
見
方
面
の
村
々
は
若
松
城
下
か
ら

遠
距
離
に
あ
っ
た
の
で
、
三
条
な
ど

の
越
後
の
在
町
に
依
存
す
る
度
合
い

が
高
か
っ
た
の
で
す
。
山
国
で
あ
る

会
津
に
と
っ
て
塩
は
不
可
欠
の
産
物

で
し
た
。
寺
泊
で
買
い
上
げ
ら
れ
た

塩
の
会
津
へ
の
道
は
、
八
十
里
越
と

阿
賀
野
川
沿
い
と
二
つ
の
ル
ー
ト
が

あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
三
条
商
人

が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
八
十
里
越

は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
に

牛
馬
が
行
き
違
い
で
通
れ
る
よ
う
に

道
幅
が
二
間
に
拡
張
さ
れ
（
現
在
こ

の
ル
ー
ト
を
古
道
と
呼
ぶ
）、
越
後
へ

の
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
越
後

へ
は
麻
、
煙
草
、
鳥
も
ち
、
薬
用
人
参
、

蚕
種
な
ど
が
搬
出
さ
れ
、
只
見
方
面

に
は
塩
の
ほ
か
に
魚
介
類
、
鋸
、
鉈

な
ど
の
金
物
、
三
条
の
櫛
、
か
ん
ざ

し
な
ど
の
小
間
物
が
搬
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
の
叶
津
、
只
見
、
黒
谷
、
田

子
倉
な
ど
の
集
落
を
含
む
黒
谷
組
の

『
文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
出
金
入

金
調
』
に
よ
る
と
、
若
松
方
面
よ
り

は
塗
物
、
瀬
戸
物
、
畳
表
な
ど
を
、

他
邦
よ
り
は
木
綿
、
古
着
、
小
間
物
類
、

魚
類
、
鉄
類
、
合
羽
、
塩
、
茶
、
売
薬
、

竹
な
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
出
金

方
（
支
出
の
部
）
の
金
額
を
み
る
と
、

若
松
方
面
は
全
体
の
わ
ず
か
一
・
五
％

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
⑥

矢
澤
家
旧
蔵
の
陶
磁
器
（
２
）　

―
江
戸
時
代
の
商
品
流
通
―

▲全通に向けて工事がすすむ八十
　里越（４号橋梁と７号トンネル）
　（写真提供）長岡国道事務所

弱
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分
は
他
邦
つ
ま

り
越
後
、
江
戸
・
関
東
方
面
で
し
た
。

只
見
の
経
済
は
越
後
へ
の
依
存
度
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
五
の
木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器
の
う

ち
一
一
は
肥
前
産
（
佐
賀
県
）
の
磁

器
で
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
海
か
ら
信

濃
川
の
河
港
都
市
三
条
、
そ
し
て
下

田
郷
よ
り
八
十
里
越
で
運
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
お
ろ
し
皿
や
燈
明
皿

な
ど
の
会
津
本
郷
産
の
陶
器
は
若
松

方
面
か
ら
運
ば
れ
ま
し
た
。
若
松
方

面
か
ら
は
他
に
瀬
戸
（
愛
知
県
瀬
戸

市
）
な
ど
東
海
地
方
産
の
陶
磁
器
の

搬
入
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
保
十
三

年
（
一
八
四
二
年
）、
会
津
藩
の
駅
方

役
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
る
猪

苗
代
湖
西
岸
の
船
着
き
場
の
戸
ノ
口
・

篠
山
の
問
屋
の
報
告
に
よ
る
と
、
湖

上
漕
運
に
よ
る
東
入
り
商
品
一
四
種

の
中
に
瀬
戸
物
が
入
っ
て
い
ま
す
。

只
見
方
面
へ
の
陶
磁
器
の
搬
入
ル
ー

ト
は
二
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

　

只
見
町
の
新
時
代

　

大
正
に
入
る
と
鉄
道
・
道
路
の
整

備
が
進
み
、
只
見
地
方
の
経
済
の
つ

な
が
り
は
会
津
盆
地
に
移
行
し
て
ゆ

き
、
昭
和
初
期
に
は
八
十
里
越
で
物

資
を
運
ぶ
人
馬
の
往
来
は
な
く
な
る

の
で
す
。
現
在
、
只
見
町
と
三
条
市

を
結
ぶ
国
道
二
八
九
号
線
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成

す
る
と
、
只
見
町
は
江
戸
時
代
の
よ

う
に
経
済
・
文
化
の
面
で
新
潟
県
と

の
交
流
が
ま
た
復
活
し
、
只
見
町
の

新
時
代
が
到
来
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

北
越
三
条

　

眼
家
具
蘭
曳
（
目
薬
を
つ
く
る
道

具
）
の
木
箱
の
蓋
の
裏
に
「
文
政
六

歳
（
一
八
二
三
年
）　

未
四
月
北
越
三

条
駅
ヨ
リ
求
之　

千
秋
堂
惟
徳
（
矢

澤
玄
説
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
墨
書
銘
は
、
眼
家
具
蘭
曳
の
購
入

先
を
示
し
て
い
ま
す
。
越
後
の
三
条

（
新
潟
県
三
条
市
）
は
、
蒲
原
平
野
を

流
れ
る
信
濃
川
の
要
衝
に
位
置
し
、

物
資
の
集
散
の
河
港
都
市
で
し
た
。

三
条
に
は
問
屋
が
立
ち
並
び
、
新
潟
、

長
岡
、
高
田
、
柏
崎
、
佐
渡
等
す
べ

て
の
越
後
商
人
は
皆
三
条
に
仕
入
れ

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
三
条
に
町
名


